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み
お
し
え
学
習
会
開
催

　

２
月
11
日
（
日
曜
日
）
片
山
晴

善
（
久
万
山
分
教
会
長
）
先
生
を

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
（
進
行
役
）

に
お
迎
え
し
て
「
み
お
し
え
学
習

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
男
性
9

名
女
性
7
名
の
合
計
16
名
の
ご
参

加
を
頂
き
ま
し
た
。　

　

み
お
し
え
学
習
会
は
ワ
ー
ク
シ

ー
ト
、D

V
D

 

を
活
用
し
て
、
基
本

教
理
を
学
ば
し
て
頂
き
ま
し
た
。

今
回
は
「
十
全
の
守
護
」
を
学
び

ま
し
た
。
ま
た
、
隣
の
人
と
の
サ

イ
ド
ト
ー
ク
で
、
お
互
い
の
考
え

を
聞
き
あ
い
、
教
え
の
新
た
な
気

づ
き
な
ど
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
日
常
生
活
の
中
に

は
親
神
様
の
ご
守
護
が
あ
ふ
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。
全
体
と
し
て
終
始
和
や

か
な
雰
囲
気
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

次
回
は
「
八
つ
の
ほ
こ
り
」
に

つ
い
て
開
催
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

今
回
は
参
加
で
き
な
か
っ
た
方
は

次
回
は
ぜ
ひ
、
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
　

岡　

幸
平　

支
部
布
教
部
長

1
日
（
金
）
9
時
30
分

・
支
部
に
を
い
が
け

　
　

双
岩
分
教
会

7
日
（
木
）
午
後
１
時

・
支
部
例
会　

保
内
分
教
会

2
日
（
土
）　

午
前
8
時

・
ハ
ー
ト
ク
リ
ー
ン

　
　
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク

12
日
（
火
）　

午
前
9
時

・
少
年
ホ
ー
ム
ひ
の
き
し
ん
　

　
1
班 教

区
・
支
部　

3
月
予
定
表

み
お
し
え
学
習
会
開
催
さ
れ
る　

2
月
11
日

天
理
時
報
手
配
り
の
予
定

　

3
月
の
手
配
り
の
予
定
で
す
。

・
6
日
号　

１
日
（
金
）
到
着
予
定

・
13
日
号　

8
日
（
金
）
到
着
予
定

・
20
日
号　

次
号
と
合
併
で
無
し

・
27
日
号　

22
日
（
金
）
到
着
予
定

「シロツメクサ」　　 シロツメクサ（白詰草）はマメ科シャジク
ソウ属の一年草あるいは多年草。別名、クロ
ーバー。ヨーロッパ原産で、牧草として世界
中に広まった植物であるが、日本に入ってき
たのは江戸時代、ガラス製品の輸入の詰め物
に使われていたのが最初で、その為、詰草（ツ
メクサ）の名がある。　かっては、子供たち
がこの花で首飾りや腕輪を作って遊ぶ光景が
よく見られた。　葉は三枚であるが、稀に四
葉（よつば）があり、これを見つけると幸運
をもたらすという言い伝えがあり、　「四葉の
クローバー」　は幸運のシンボルでもあった。

　もっとも五つ葉、六つ葉、や更に数の多い葉もあるようであ
る。実はシロツメクサ、花言葉には「幸運」「約束」「私を思って」

「復讐」があるそうです。復讐は少し怖いですが。
支部情報ねっとへの QR
コード　→
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支部活動記録　立教 187 年 1 月
【
編
集
後
記
】
中
学
生
の
頃
、
自
教
会
の
月

次
祭
の
日
に
鉢
植
え
の
榊
の
木
を
2
対
上
段

に
持
っ
て
行
っ
て
た
記
憶
が
あ
る
。
そ
れ
に

飾
り
を
つ
け
、
鉢
を
木
製
の
枠
で
囲
っ
た
。

な
か
な
か
の
重
さ
だ
っ
た
。
そ
れ
が
廃
止
と

な
り
、
し
め
縄
や
、
紙
垂
（
し
で
）
も
な
く

な
っ
た
。
し
め
縄
作
り
は
年
末
の
行
事
と
し

て
信
者
宅
の
講
社
の
分
も
合
わ
せ
る
と
結
構

な
数
だ
っ
た
。
見
よ
う
見
ま
ね
で
、
手
伝
っ

た
。
藁わ

ら

の
よ
り
か
た
が
一
般
と
は
逆
で
左
前

だ
っ
た
こ
と
を
手
が
覚
え
て
い
る
。
教
会
本

部
祭
儀
委
員
会
か
ら
こ
の
た
び
「
祓
」
お
よ

び
「
玉
串
奉
献
」
の
廃
止
と
、
服
装
に
つ
い

て
「
教
服
も
可
と
す
る
」
変
更
が
あ
っ
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
み
た
ま
う
つ
し
と
葬
後
霊
祭

で
の
「
祓
詞
奏
上
」
と
「
大
麻
行
事
」、「
葬

後
祓
」
が
取
り
や
め
に
な
る
と
と
も
に
、
葬

儀
全
体
に
わ
た
っ
て
斎
主
お
よ
び
参
列
者
に

よ
る
「
玉
串
奉
献
」
が
廃
止
。
重
服
、浄
衣
、

明
衣
、装
束
師
服
な
ど
の
斎
服
が
な
い
場
合
、

教
服
で
の
葬
儀
執
行
が
可
能
と
な
る
。（
陽
）

月日 活　動 場所 人数

1/7 支部にをいが
け 三崎島 2 名

ハートクリー
ン 市内 名

1/8 ハートクリー
ン

ぽけっ
と P 7 名

1/12 少年ホーム
ひのきしん 6 名

み
ち
の
だ
い
育
み
塾

1
月
28
日
（
日
）
13
時
よ
り
、
み
ち
の
だ

い
育
み
塾
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
14
名
、

子
供
9
名
と
大
変
賑
や
か
な
ひ
と
と
き
で

し
た
。

　

み
ち
の
だ
い
育
み
塾
は
約
50
年
間
、
名

称
、
活
動
が
続
い
た
母
親
講
座
と
内
容
は

変
わ
り
ま
せ
ん
。
子
育
て
中
の
母
親
の
参

加
は
、
今
ま
で
通
り
の
事
で
は
あ
り
ま
す

が
、尚
一
層
、若
い
女
性
に
参
加
を
促
し
て
、

早
く
か
ら
教
え
を
学
び
、
教
え
に
そ
っ
た

生
活
や
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
に
と
の
思

い
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
度
改
名
を

し
て
、
新
た
に
活
動
を
進
め
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

杉
江
健
二
先
生
の
イ
ラ
イ
ラ
し
な
い
子

育
て
法
のY

ouTube

を
見
た
後
、

「
お
言
葉
カ
ル
タ
」
で
お
や
さ
ま
の
お
言
葉

を
学
び
、
取
っ
た
カ
ル
タ
の
裏
に
書
か
れ

て
あ
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
話
題
で
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　

今
年
も
2
回
開
催
す
る
予
定
で
す
。
15

歳
以
上
の
婦
人
会
員
さ
ん
で
教
理
を
学
び

た
い
人
な
ら
、
参
加
可
能
で
す
。

日
時
が
決
ま
り
次
第
、
支
部
報
に
載
せ
ま

す
の
で
、
次
回
も
大
勢
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　

婦
人
会　

出
水
久
美
子

み
ち
の
だ
い
育
み
塾
開
催　

1
月
28
日　

【CM】貸し切りバスは　八幡浜観光バス（株）℡（0894）36-0868　八幡浜市保内町喜木１番耕地 116-1

※どうぞお気軽にご参加ください。詳細
はお近くの教会にお問い合わせ下さい。


